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本事業の成果
と上位施策と

の関係

地域における持続可能な学びの支援に関する実践研究（地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進）委
託箇所数　※令和3年度新規メニュー

新しい時代に向けた教育政策の推進（平成31年度～）政策目標

消費者の権利と責任について理解し、主体的に判断し責任を持って行動する消費
者の育成に資する消費者教育の学習機会を提供する。

教職員や児童生徒等の安全に関する意識の向上及び安全教育や安全管理の充実を図る。

概要 国民一人一人が、生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会を実現する。

施策の概要及び達成目標のどこを達成しようとしているのか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

政策・施策・事業整理票

障害者が生涯にわたり教育やスポーツ、文化などの様々な機会に親しむことがで
きるよう、多様な学習活動を行う機会を提供・充実する。

教育振興基本計画や障害者計画等に「障害者の生涯学習」に関する目標や事業を位置付けている市区町村数

学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業  

平成26年の障害者権利条約の批准や平成28年の障害者差別解消法の施行等も踏まえ、学校卒業後の障害者が社会で自立して生きるため
に必要となる力を維持・開発・伸長し、共生社会の実現に向けた取組を推進する。

学校卒業後の障害者について、学校から社会への移行期や人生の各ステージにおける効果的な学習に係る具体的な生涯学習プログラム・
実施体制等に関する研究開発（平成30年度開始→令和2年度終了）や、地域における持続可能な学びの支援に関する実践研究（令和2年度
開始→令和4年度終了予定）、障害者それぞれの障害特性を踏まえた学びの充実に向けた調査研究等の取組を行うとともに、これらの成果を
全国に普及するため、ブロック別のコンファレンスや障害者参加型フォーラム等の取組を実施する。

①

男女共同参画・共生社会の実現及び学校安全の推進（平成31年度～）

達成目標のうち、当該事業が具体的にどの達成目標にあたるのか分かるよう、該当部分を灰色に塗りつぶす。

我が国の重要な課題である、男女共同参画社会及び障害者、外国人等と共に生きる共生社会の実現に向け、文部科学省の所掌分野である
教育分野での取組を推進する。また、児童生徒が生き生きと活動し、安全に学べるようにする不可欠の前提となる学校安全を推進する。

男女共同参画を推進する教育・学習の機会を提供する。

帰国・外国人児童生徒等に対する教育支援体制が整備される。

施策の達成目標と当該事業の目的・事業概要の関連を整理し、また当該事業の成果と上位施策との関係を明確にする。

当該事業の目的・概要・アウトカム・アウトプットのうち、どこが特に関連しているか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

平成21 年４月１日より施行されている「青少年が安全に安心してインターネッ
トを利用できる環境の整備等に関する法律」（内閣府、総務省、経済産業省共
管）を踏まえ、保護者や青少年に対し、地域と連携した青少年の携帯電話等をめ
ぐる有害環境対策を推進する。

障害者参加型フォーラムの開催

本事業において、実証的な研究開発を行い、その成果を全国に普及することによって、障害者が多様な学習活動を行う機会が提供・充実さ
れ、生涯を通じた学習機会の拡大につながる。

障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究委託箇所数　※令和2年度終了メニュー

アウトプット

地域における持続可能な学びの支援に関する実践研究（地域コンソーシアムによる障害者の生涯学習支援体制の
構築）委託箇所数

実践研究に係る支援者向け研修会の実施

アウトカム

教育振興基本計画や障害者計画等に「障害者の生涯学習」に関する目標や事業を位置付けている市区町村数の
増加


